
エコパワーフィット（Eco Power Fit ）概要説

＜流れ＞
1. エアコンが求められている背景
2. 建物、業界別、エアコンが消費する電力量について
3. エアコンが電気を食う構造、室内機と室外機にわけて
4. 設置対象空調機について選択
5. 削減原理について
6. 室内機の動きをイメージできるようイラスト
7. 温度室温変化について（ほとんど大きな変化はない）
8. 裏付けする生データーで顧客を説得
9. 顧客から必ず来る質問について、ここからはナレーターと質問者、2者質疑応答形式。或いはナレーターが客からの質問を読み上げで回答する方法かどちらか。
10. 質問１：温度センサーとエコパワーフィット
11. 質問2：温度湿度管理とは何か？エアコンメーカーが説明するような所定の温度でコンプレッサーの稼働が運転－停止と規則正しく稼働する空間と稼働しない空間の違いについて
12. 質問3：コンプレッサーへの影響について
13. エコパワーフィットのデメリットについて
14. 突入電力に関する誤解
15. 評価用テスト設置の案内
16. 搬出データーの種類
17. 販売実積
18. 販売代理店・認定工事業者の募集案内



（ナレーション）
シート1：2050年温室効果ガス排出ゼロに向けて

シート2：私たちがふだん快適に生活するために欠かせない物の一つがエアコンです。

シート3：エアコンは人間の快適性以外に、工場では製造工程における品質管理上、極めて重要となっております。

[bookmark: _GoBack]シート4：またエアコンは結露防止にも役立ち、カビや細菌の発生を予防し、室内環境を清潔に保ち、工場では製造装置のさび止め対策と保守管理上もなくてはならないものとなっております。

シート5：一方、エアコンは病院、ショッピングモール、オフィスビル、店舗などでは実に光熱費全体の約50％を占め、精密部品メーカーでは約30～40％の電気代がエアコンで消費されており、気候変動問題を抱える現代社会においてエアコンの省エネは必須課題となっております。

シート6：ではここでエアコンの消費電力について確認してみましょう。例えば空冷式エアコンは大きく分けると室外機と室内機の２つのユニットで構成されており、その電気使用比率は日本の空調機メーカーでは約90％が室外機に搭載されているコンプレッサーで消費され、約10％は室内機内に搭載されているファンコイルで使用されております。因みに米国の空調機メーカーの場合、その比率は室外機側が約80％、室内機側が約20％となっております。

シート7：今回ご紹介するエコパワーフィットはパッケージエアコン（業務用ビルマルチエアコン）のコンプレッサーの駆動を安全に、確実に、定期的に自動制御することで消費電力を抑えることができる装置となります。

シート8：設置が推奨される空調機は3相3線（200V）、又は3相4線（380V＆415V）の3.75KW以上の空冷式、水冷式にてメーカー問わずほとんどの空調機に設置が可能です。

シート9：インバーター式空調機へは空調機メーカー様がご提供下さる専用アダプター（DTA104 写真）や専用ケーブル（写真）を介して接続することで設置が可能となります。

シート10： 具体的にインバーター機へはコンプレッサーのモーター回転数を一時的に低速に落とすことで消費電力を削減します。

シート11 ：では、一体どのようにコンプレッサーを制御するのでしょうか？エコパワーフィットは電力測定機能を備えておりコンプレッサーの稼働状況をCT(カレントトランスフォーマー)で毎秒1,000回測定、その平均値を制御子機内のメモリーに記録しております。つまり24時間常時コンプレッサーを監視し「安全＆最適」なタイミングでコンプレッサーの駆動をプログラム制御します。

シート12：また上位機種ではコンプレッサーの常時監視のみならず室内の特定箇所における温度湿度も常時監視しながら更に最適な制御タイミングを計ることも可能です。

シート13－16：では設置後、実際に空調機はどのように動いているのでしょうか？室内機の動き方をアニメーション動画で見てみましょう。（4台）

シート17：ご覧の通り、エコパワーフィットは室内機に付随している温度センサーとはまた別にコンプレッサーを制御します。ではエコパワーフィットで制御された時の室温変化について具体的見てみましょう。

こちらは日本の愛媛県に所在されている某精密機器メーカー様の製造現場における非制御時と制御時における電力と温度の変化について実測されたものになります。

ご覧のように非制御時の消費電力は10.9KWだったものが制御時には9.1KWと約17%削減され、制御時の温度変化は非制御に比較し+0.2℃になります。これはほんの一例ですが制御時の温度変化は概ね「現状温度Ｘ℃＋0．数℃」程度の変化で揺らぎ運転とも言えます。

シート18：弊社のお客様は日本以外に中国、台湾また常夏のフィリピン、インドネシア、シンガポール、マレーシア、タイ、ベトナム、バングラディッシュに南半球のオーストラリアと広範囲にご利用頂いております。

例えばこちらは常夏のインドネシア、ジャカルタ近郊に所在する日系某文房具メーカー様における温度変化の実測値です。中央から左は弊社装置「非制御時の温度湿度分布」になり、右は制御時の温度湿度分布になります。制御後、部屋の最高温度、平均温度は非制御時と変わらず、ただし時折みられる過冷却が原因の低温度域がエコパワーフィットによる制御によって解消されていることが分かります。制御後も作業者から温度湿度に関する不満もなく製品仕様書における温度湿度幅の範疇でありました。

シート19：因みに先ほどインドネシアのお客様での削減効果がこちらの資料になります。24時間稼働の空調機では制御プログラム実施後は平均約20％の削減効果が確認されております。このようにエコパワーフィットにより快適性を損なわず、確実に昼間約15％、夜間約30％の削減がご効果をご確認頂くことが可能です。

シート20：つまりエコパワーフィットを設置後はお客様のエアコンは温度センサーとエコパワーフィットの二つの系統の制御システムが融和しハイブリット制御が可能となります。ただし制御の優先順位は1位が温度センサー、2位がエコパワーフィットになります。

では、ここでお客様からのご質問にお答えしたいと思います。
＞＞＞（１）ここからナレーターと質問者との問答
＞＞＞（２）或いはナレーターが質問者からの手紙/コメントを読む形式で。

（１）か（２）未定。ナレーターの方の能力次第。

質問者：コンプレッサーの稼働状態というのは室内機にある温度感知センサーで管理されているのではないでしょうか？つまり設定温度に従っエアコンというものは自動運転しているのではないでしょうか？であれば、なぜ温度センサーで室温管理されているにも関わらずに更にエコパワーフィットでプログラム制御するんでしょうか？」

ナレーター：はい、ご理解の通りです。エコパワーフィット設置後はお客様の空調機には室内機に付随されている「温度感知センサー」と室外機側に設置された「エコパワーフィット」と二つの制御機能が実装されることになります。つまりハイブリット制御ですね！ただし、優先順位としては１位が温度センサー、2位がエコパワーフィットになります。ですから通常は室内の温度センサーが室外のコンプレッサーの運転と停止或いはインバーダーの場合はモーター回転スピードの指示を出すのですが、この温度センサーが機能しない場合のみエコパワーフィットが温度センサーの代わりに機能いたします。

シート21：質問者「いやいや、ちょっと待って下さい。ますます理解できなくなってきました。例えば25℃設定にしておくとデジタル温度センサーの場合、許容差が±1℃ありますので室温が26℃以上になるとコンプレッサーが起動し、やがて室内の温度が低下、その後24℃に達するとコンプレッサーが停止するという自動制御されているのではないでしょうか？

シート22：ナレーター　「おっしゃる通りです。部屋がしっかり気密され天井が低く、床面積も小さく、奥行きも狭い部屋、例えばご家庭に設置されているルームエアコンの場合、室内機からのサーキュレーション気流は壁床、調度品、壁天井と伝って吸気口にある温度センサーに戻ってきますので室温に応じて温度センサーが的確にコンプレッサーを制御してくれエコパワーフィットを設置する必要ありません。」

シート23：つまりご家庭、製品検査室、会議室などでご利用のエアコンにはエコパワーフィットは必要ありません。

シート24：或いは建物がしっかり遮熱/断熱されており、また部屋の気密性が保たれ、窓もなく、熱源もなく、作業者も少なく、物や人の移動が頻繁でない例えばクリーンルーム、低温倉庫など。こういった空間でも温度センサーがしっかり機能してくれますのでエコパワーフィットは必要ありません。

シート24:　質問者「ふーん、つまり効果のある空間と効果のない空間があるということすか？では、逆にどういう部屋にこのエコパワーフィットが有効なのでしょうか？」

シート25、：ナレーター　はい、「大空間です。つまり天井が高く、広い敷地の工場などです。このような大空間ではサーキュレーション気流を遮る壁がなく気流は前方へ一方通行に流れます。結果、気流は室内機側吸い込み口にある温度感知センサー附近に戻りにくくなり、温度センサーは正確な室温を測定することが難しくなり延々とコンプレッサーが運転し続け、やがて室内の温度ムラが生じ場所によっては過冷却が生じることがあります。こういった空間では優先順位1位の温度感知センサーは機能しにくくなりますので代わりにエコパワーフィットがコンプレッサーを自動制御し、大きな削減効果が発揮されます。

シート26＆27：例えば工場、ショッピングモール、学校、公民館、催事場、病院、クリニックなどなどです。


シート28：質問者「なるほど。では別の角度からの質問です。エアコン本来に付随しており温度センサーによるコンプレッサーの制御ではなく、後付けのエコパワーフィットでのタイミングによるコンプレッサーの自動制御ではコンプレッサーに損傷を与えることはありまんか？」

シート29：シート：はい、大丈夫です。定格モーターの場合、コンプレッサーは停止させても良いタイミングと好ましくないタイミングがあります。エアコンメーカー様より「室外機と室内機またはクーリングタワーと室内機の距離にもよるものの起動または再起動時から空冷式では約3分間、水冷式では約５分間は停止させない方が好ましい」とご指導頂いております。

エコパワーフィットは２４時間電流値監視をしており、この危険なタイミングを外すという「コンプレッサー保護回路」がございます。従いましてエアコンメーカー様の生産工場でも安心してご利用頂いております。因みに制御信号の入れ方は温度センサーと同じです。

シート30：また通常運転優先機能という、しばらく運転停止していたコンプレッサーが起動し始めて、直後にエコパワーフィットが制御しないよう「15分以上連続してコンプレッサーが停止していれば次の20分間は制御しない」と運転し始めの最初の30分間は制御しないプログラムが入力されております。もちろん、このあたりのプログラムはお客様ご自身で自由に変更が可能です。

シート31＆32：だから安全にお使いいただけます。安心安全ですのでエコパワーフィットはエアコンメーカー様の工場でもお使い頂いております。

シート33：では次にエコパワーフィットを導入することによるデメリットについても考察してみましょう。エコパワーフィットは温度センサーと同様にマグネティックコンダクターに開閉信号を入れることでコンプレッサーを制御します。エコパワーフィット導入によって年間約28500回の発停回数が増加しますのでコンタクターの寿命が短縮化するデメリットがございます。ただし幸い、一般的なコンタクターの機械的寿命は500万回、電気的寿命は200万回とされており、これを年数にすると機械的に175年、電気的に70年と寿命が短縮化するわけですが、エアコンそのものの寿命は日本など四季のある地域で20～25年ぐらい、常夏で稼働率の高い東南アジアなどでは7～15年とエアコンそのものの寿命の方が圧倒的に短くデメリット以上に大きな削減効果が期待頂けます。

シート3４：更にお客様の懸念事項について考察してみましょう。「突入電力」についてです。家電製品の場合、再起動時には定格の5～7倍の突入電力が発生します。この突入電力の継続時間が長くなると2段目の図のようにむしろ増エネになる可能性があります。例えば白熱電灯などは、電源投入直後はフィラメント がまだ冷たいためにその抵抗が小さく、それゆえに大電流が流れます。ですから発熱してフィラメントが温まるまでのしばらく時間はよく多くのKWhを要します。頻繁に消灯点灯を繰り返すことの方が増エネになる可能性がある典型的な一例ですね。

しかしエアコンの場合は異なります。ちょうど下段の図のようにいずれのメーカー様のエアコンでもコンプレッサーの再起動時はやはり瞬間的に数倍の電流が流れますが１数秒以内に低下します。従いましてKWhの計算式でいえば200Ｖ（380Ｖ）×電流値×√3×力率×「時間」＝KWhの「時間」が継続せず、瞬間に定格に戻りますのでKWhの増加にはなりません。

シート35：さて、ここまで大体はご理解いただけましたでしょうか？

では、これまでご解説させて頂いたように本当にエコパワーフィットを用いて「室内環境を損なわず確実に電力削減ができるのか再度検証してみましょう。

一つ目のパターンはエコパワーフィットの電力測定機能を用いて30分間隔で制御非制御モードを自動的に切り替えてくれる交互運転を使い、ほぼ同一の気象条件と見做すことができる環境下で「エコパワーフィットが設置されている時と設置されていない時の電力差異」並びにその際における室内温度湿度変化の差を検証することが可能です。

こちらは某お客様の実測値ですが24時間を4つの時間帯に区切りタイムゾーン１（7時から11時まで）は20％削減、タイムゾーン2（11時～15時）10％削減、タイムゾーン3（15時～20時）15％、タイムゾーン4（20時～7時）まで33％のプログラムを運用されております。運用プログラムや時間帯の設定はお客様ご自身で簡単に変更が可能です。

シート36：或いはこの方法ではエコパワーフィットが本当にエアコンに不具合を発生させないかどうかを検証するために短すぎるとご意見もあろうかと思います。では、非制御時間2週間、制御期間2週間と2週間単位で比較頂くのは如何でしょうか？場合によっては数か月単位で交互に制御/非制御モードと変更して検証頂くのも一計かと思われます。

シート37：これまでエアコンの個体ごとにどのように稼働しているのかどれぐらい電力消費しているかなどは施設部の方でもほとんど誰もご存じないはずですがエコパワーフィットを設置すれば（１）消費電力一覧表（２）制御電力一覧表（３）稼働時間一覧表（４）月間削減グラフ（５）月間削減CO2の情報が簡単にアウトプット可能となっております。

シート38 ：はい、では纏めさせて頂きます。エコパワーフィットとは消費電力、室内温度湿度を常時監視しながら温度センサーを補正する形で「室内環境を損なうことなく、確実に消費電力を削減し、それを後日、数字化、グラフ化できる大空間用エアコン、パッケージ（ビルマルチ用）エアコン用の省エネ機器になります。

シート39 なお、ご参考までに販売実績について弊社の前身である東洋スタンダードアジア時代には平成20年に大阪エコテックにてBeONEという旧ブランドにて省エネ金賞を受賞しております。

シート40～：こちらは日本での導入実績一部になります。
シート44：また海外では2004年から累計約8000台を東アジア、南アジア地域で販売して参り2016年には日本政府－ベトナム政府のおける政府間ＪＣＭにて、また2017年には日本政府－タイ政府間における政府間ＪＣＭにて採択頂いております。この国家間ＣＯ２　削減プロジェクトでは日本の環境省がその省エネ手法と削減原理について計算式も含めてご解説頂いております。

シート45：以上が概要になります。本当に省エネになるのかどうか？実際にお客様のエアコンに弊社機器を数台設置してみてビフォー・アフターを検証してみませんか？できれば弊社装置のデーターの整合性を確認するために別の電力測定器で弊社データーのモニタリングをされることをご推奨いたします。

まずはメールでご連絡をお願いいたします。その後、アンケート用紙お送りしますのでお使いのエアコンの型式と運転時間をご記入頂ければ当方で削減予測シミュレーションを計算させて頂きます。シミュレーション結果にご興味があればぜひ、デモ機でのご検証をご検討下さい。

シート46：最後にお知らせです。現在株式会社プラテティアでは既に営業活動しております日本、中国、台湾、フィリピン、インドネシア、シンガポール、マレーシア、タイ、ベトナム、バングラディッシュ、インドを含めて更に多くの（１）販売代理店様（２）認定工事会社様を募集しております。ご興味のある方にはオンラインミーティングを開催させて頂いておりますのでの随時inquiry@pratitya.co.jpまでメール連絡下さいませ。

以上、本日はご清聴頂きまして誠に有難うございました。













